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IMS GLOBALが策定を進める

”オンライン学習測定フレームワーク”

Caliper Analytics® とは？

• 学習の測定方法の標準

• 様々な学習環境からデータ（学習履歴）を収集して分析等を実現

• 学習活動の内容を評価する共通メトリクス
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●学習活動の測定値を一貫して提示する手段を確立
→ 相互運用性

●学習データにラベルを付けるための共通言語を定義
→ 学習分析を体系として分析可能

●学習活動と効果を測定する標準的な方法を提供
→ 設計者やカリキュラム提供者は品質を測定、比較、改善

●データ科学の手法、標準、技術を活用

●既存のIMS Globalオープンスタンダードをベースに構築

●データ転送メカニズムのベストプラクティスの推奨事項を提供
→ビックデータの処理・活用

Caliper Analytics®の価値
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Caliper Analytics®の認定状況

• 認証取得

–13件（2019年9月18日現在）

–認証はMetric Profile単位

–自動化認証システムテスト合格が前提
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• 国内では複数の大学で研究と実験も行われている

• 国内企業としては唯一1社のみ認定

• タレントマネジメントなど活用事例が始まっている

Caliper Analytics® 国内展開

欧米では様々なビジネスの繋ぎとして拡大されている。
ＡＩ，ビックデータを活用したビジネス事例が増えている状況
ダッシュボードで確認・活用することになています。
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• 継続な学習プロフィール定義の追加、更新等

• 実績を元にバージョン1.2がリリースされる予定

• 現存技術標準ＬＴＩとの結合も行われている

Caliper Analytics® 技術動向

欧米では急変する教育環境にあわせて様々な協議を経てバー
ジョンアップ中です。
多数のベンダーと大学教授を中心に実装・実験、アップグレード
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学習履歴として何を記録するのかを定義

Reading

Assessment
(Item)

Annotation

Media

Session Assignable

Grading
（Outcome）

コンテンツの閲覧、
検索、遷移・・・

クイズ、ホームワーク、
テスト・・・

ブックマーク、ハイライト、
タグ付け、シェア・・・

音声、動画コンテンツ・・・

ログイン、ログアウト・・・ アサイン、アクティベート・・・

学習結果、成績

Metric Profiles

Basic

Forum フォーラム、メッセージ ToolUse

一般イベント記述

ソフトウェア

Metric
Profile(s)

S LRS
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Caliper Analytics® ‐ EcoSystem

IMS Japan Conference 2019

GitHubにSensor APIのソースコードが公開されています。
そのため、簡単に実装することが可能です。
https://github.com/IMSGlobal/

Java

JS

Ruby

Python

.NET

PHP
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利用方向

Multiverse®

Kaltura

Blackboard Caliper
データベース

AI

■標準化により、学習履歴が統合される
LMSが独自に進化させていた学習履歴が、世界標準規格によって統合される。
学習履歴がメトリクスによって比較可能となり、
統合された学習履歴は学びのビックデータとなり、分析が可能となる。
データアナリティクスやAIなど、新しいサービスが生まれる。

データ
アナリティクス

標準化されたデータ

標準化されたデータ

標準化されたデータ学習者

データ統合
新しいサービス

Caliper AnalyticsはxAPIとの互換性をもつ唯一の世界標準規格であり、
海外ではBlackboardやKalturaによって普及し始めている。

S

S

S LRS
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例えば、動画プレーヤーに実装するなら

IMS Japan Conference 2019

開始/停止でイ
ベント発火

終了でイベント発
火

シークバーの移動でイ
ベント発火

例えば、MediaEventであれば、動画プレーヤーに仕組みを組み込むイメージで
す。→クライアント側で発火し、サーバー側で送信
多くのイベントが規定されていますが、どこまで実装するかは、検討が必要です。

再生速度変更で
イベント発火

音量の変更/ミュートで
イベント発火

全画面表示で
イベント発火
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コースA

コースB

コースA

コースC

コースB

現存のeラーニング

コースC

活用事例 ‐ Learning Space®

· 自立学習支援環境をフラットフォームレベルでご用意
· 学習者の自律学習を放置しない

· 自律学習が正常に実施されている状態は
⇒企業担当者が学習を指示したり、促進をしなくても学習者が学習を

自分で選択し、実施する状態を意味する。

Learning Space
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Learning Space® – コースマップ
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Learning Space® – コースマップ詳細
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Learning Space® – 学習情報

●学習状況を測定手段と分析手段が必要

学習から得られる情報（一部）
・ログインパータン、比率等
・学習時間
・受講率
・受講修了比率
・学習で行っている学習操作

→ アセスメント学習向けの判断資料の収集と分析で活用
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Learning Space® – 学習履歴情報
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Learning Space® - 動画視聴学習履歴
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Learning Space® – 全体図

コースの海(膨大なコース島)

コースA

コースCコースB

コースD

コースGコースF

コースE

ソシャル学習

コース学習

模擬テスト Caliper
データベース

AI

データ
アナリティクス

標準化されたデータ

標準化されたデータ

標準化されたデータ学習者

データ統合
新しいサービス

S

S

S LRS
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活用事例 ‐ DynaSpaceⓇ

DynaSpace🄬

Learning Design

Motivation

Skill
Acquisition

Performance
Improvement

Knowledge
Acquisition

Output

Self-
Reflection

Behavior 
Change

Learning Process

Learning Data
Caliper Analytics

Sensor API

Learner
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DynaSpaceⓇのプロセス

DynaSpace:    Tools, Process Control, Data

Salesperson

↑
Supervisor

↓

↑
Facilitator
↓

↑
Co-learners

↓

1 Day Workshop1Month Self-Study 2 Month Sales OJT

360
Assess.

360
Assess.

Personal 
Report

Motivation Output

Knowledge Acquisition

Skill Acquisition

Self-Reflection Behavior Change

Performance Improvement

Simulation
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DynaSpaceⓇ – 統合された個別学習

Data usage 
with open 
standard 

Talent 
management

Content 
Creation

quick and easy

Just-In-Time 
Learning 
& work

Integrated＆Personalized Learning
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DynaSpaceⓇ - 学習履歴1
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DynaSpaceⓇ - 学習履歴２
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活用事例：学習者へのフィードバック
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ご清聴ありがとうございました。
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